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左のQRコードから直接WEB講習会のサイトに移動します。

右のQRコードから直接テキストの購入サイトに移動します。

後編 使用するテキストについて（※別売り）

受講料

【お問合せ先】（公財）日本住宅・木材技術センター 総務情報部 TEL:03-5653-7663

税込10,000円
テキスト代別途

税込10,000円
テキスト代別途

「演習で学ぶ 入門 木造の許容応力度計算
　　　　　　　 ワークブック（2020年版）」

（令和2年6月発行、4,180円（税込））

連絡事項

・受講期間が３０日間と決まっているため、テキストを事前に購入し手元にご準備のうえ、WEB講習会をお申込下さい。
・テキストのお申込方法についてご不明な点等ございましたら(公財)日本住宅・木材技術センターまでお問合せ下さい。
・WEB講習会のお申込方法についてご不明な点等ございましたら(公財)建築技術教育普及センターまでお問合せ下さい。
・建築CPD認定プログラムとなります。CPDの付与につきましてはWEB講習会申込マニュアルをご参照ください。

WEB講習会 テキスト

前編

HOWTEC　公益財団法人　日本住宅・木材技術センター

入門 木造の許容応力度計算 WEB講習会（動画配信版）

●「木造軸組工法住宅の許容応力度設計（２０１７年版）」に準拠
　本セミナーは「木造軸組工法住宅の許容応力度設計（２０１７年版）」に準拠しており、入門編として前編と後編
にわけてわかりやすく解説を行います。

●こんな方に最適
　木造でも３階建てや延べ面積５００㎡超であれば、許容応力度計算が求められます。しかし、木造の壁量計算やＮ
値計算はやっているが、許容応力度計算はやったことがない、ほとんど解らないという方が多数おられます。
　本講習会は、このような方を対象に、「許容応力度計算の基本的な考え方や建築基準法との関係」「荷重・外力の
算定」「水平力に対する計算」「鉛直力、局部荷重に対する計算」など、許容応力度計算を理解し、実践するための
基本的な事項についてわかりやすく解説するとともに、演習により計算の技術を身につけていただきます。
　是非この機会に、許容応力度計算を身につけたいという皆様に、広く受講をお勧めします。

●WEB講習会（動画配信版）の特徴
　インターネット動画が視聴できる環境であれば、10月1日からいつでも、どこでも受講が可能です。
　クレジットカードによる決済が可能です。別売りのテキストがあれば、その日から受講ができます。
　受講を開始してから３０日間、繰り返し受講が可能です。

齊藤 年男 氏

㈱細田工務店
理事・技術顧問

講師

後援
(予定)

前編の主な内容 後編の主な内容

・木造軸組工法の構造計算ルート
・建築基準法仕様規定の概要
・許容応力度計算の概要
・水平力に対する許容応力度計算
・荷重、外力の算定　他

・水平構面の剛性と許容せん断耐力の計算
・横架材接合部の引抜力の計算
・軒・けらばの風圧力に対する検討
・鉛直荷重と局部荷重に対する
　許容応力度計算　他

※詳細は次ページ以降をご参照ください。



注意事項

・下記の時間に演習時間は含まれておりません。演習を行う際は動画を一旦停止し演習に取り組んでください。

・初回再生時は早送りや巻き戻しができません。動画を初めから終わりまで再生した後は早送り・巻き戻しが可能になります。

・建築CPD単位として受講する場合は、CPDシステムにログインのうえ、ご視聴下さい。

・本講習会の内容について質問がございましたら以下の質問フォームからお願いします。

　質問受付フォーム：https://www.howtec.or.jp/dsadmin/directs/index/328/

・アンケートへのご協力をよろしくお願いします。

　アンケートフォーム：https://www.howtec.or.jp/dsadmin/directs/index/347/

時間 テキスト 講習内容 演習 チェック

00:00 ― ― □

01:08 P１～ 第１章　木造軸組工法の構造規定 ― □

01:08 P２～ 　１．木造軸組工法の構造計算ルート ― □

07:20 P５～ 　２．建築基準法仕様規定の概要（前半） ― □

00:00 P３０～ 　２．建築基準法仕様規定の概要（後半） ― □

14:28 P４３～ ― 演習１ □

23:07 P４５～ ― 演習２ □

35:44 P４７～ 　３．木質材料の規格、基準強度等 ― □

41:53 P５１～ 第２章　許容応力度計算 ― □

42:05 P５２～ 　１．許容応力度計算の概要 ― □

42:05 P５２～ 　　１．１．建築基準法の許容応力度計算 ― □

46:38 P５４～ 　　１．２．許容応力度計算の検討項目 ― □

51:53 P５６～ 　　１．３．演習に用いるモデルプラン ― □

00:00 P６１～ 　２．荷重・外力の算定 ― □

00:00 P６１～ 　　２．１．鉛直荷重の種類と値 ― □

08:11 P６６～ 　　２．２．水平力（風圧力）の算定 ― □

20:30 P７４～ ― 演習３ □

31:15 P７８～ ― 演習４ □

42:47 P８４～ 　　２．３．水平力（地震力）の算定 ― □

00:00 P８６～ ― 演習５ □

24:18 P９４～ 　　２．４．応力の組み合わせ ― □

24:54 P９５～ 　３．水平力に対する許容応力度計算 ― □

24:54 P９５～ 　　３．１．鉛直構面の剛性と許容せん断耐力の計算 ― □

44:03 P１０４～ ― 演習６ □

50:02 P１０６～ 　　３．２．地震力・風圧力に対する鉛直構面の検定 ― □

56:05 P１０８～ ― 演習７ □

00:00 P１１１～ 　　３．３．柱頭柱脚接合部の引抜力の計算 ― □

07:10 P１１４～ 　　３．４．水平構面の剛性と許容せん断耐力の計算 ― □

29:21 P１２６～ ― 演習８ □

00:00 P１３７～ 　　３．５．横架材接合部の引抜力の計算 ― □

17:48 P１４３～ ― 演習９ □

30:20 P１４７～ 　　３．６．土台とアンカーボルトの検定 ― □

39:31 P１５１～ 　４．鉛直荷重と局部荷重に対する許容応力度計算 ― □

39:31 P１５１～ 　　４．１．横架材の断面検定 ― □

00:00 P１６５～ ― 演習１０ □

10:09 P１６９～ 　　４．２．柱の断面算定 ― □

24:58 P１７４～ 　　４．３．軒・けらばの風圧力に対する検討 ― □

37:54 P１８１～
　　４．４．大きな吹抜けに対する耐風梁の
　　　　　　面外風圧力に対する断面検定

― □

41:40 P１８３～
　　４．５．梁上に載る耐力壁の剛性低減と
　　　　　　横架材の短期曲げに対する断面検定

― □

46:50 P１８６～ ― 演習１１ □

00:00 P１８８～ 　５．地盤と基礎の計算 ― □

00:00 P１８８～ 　　５．１．地盤の許容応力度の算定 ― □

01:10 P１８８～ 　　５．２．基礎形式の選定及び仕様規定の検討 ― □

09:25 P１９３～ 　　５．３．基礎の許容応力度計算 ― □

38:29 P２０７～ ― 演習１２ □

47:20 P２１０～ 　６．屋根ふき材の検討 ― □

47:20 P２１０～ 　　６．１．屋根ふき材に作用する風圧力の計算 ― □

49:32 P２１１～ 　　６．２．屋根ふき材の短期許容引き上げ荷重 ― □

動画１
約５３分

動画２
約５４分

動画３
約４９分

動画４
約６４分

動画５
約５９分

動画６
約６８分

動画７
約５２分

動画８
約５１分

動画No.

前

編

後

編


	入門応力度 動画配信版
	
	前後編１枚まとめ

	
	入門応力度 動画配信版




